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第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭

陸
将
）
は
、
５
月
21
日
か
ら
24

日
ま
で
の
間
、
王
城
寺
原
演
習

場
に
お
い
て
令
和
４
年
度
師
団

施
設
練
成
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。本

訓
練
は
、
第
６
施
設
大
隊

（
大
隊
長

日
野
２
佐
）
が
担

任
し
、
師
団
隷
下
部
隊
共
通
の

施
設
作
業
と
し
て
陣
地
構
築
及

び
障
害
構
成
を
、
各
部
隊
の
特

性
に
応
じ
る
障
害
処
理
・
障
害

構
成
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し

た
。攻

撃
に
お
け
る
対
戦
車
地
雷

等
の
障
害
処
理
と
人
員
・
車
両

の
通
過
路
の
開
設
及
び
防
御
に

お
け
る
指
向
性
散
弾
に
よ
る
対

人
障
害
の
構
成
に
つ
い
て
は
、

実
際
に
爆
破
薬
を
使
用
し
、
指

揮
官
か
ら
隊
員
一
人
ひ
と
り
に

至
る
ま
で
任
務
・
役
割
を
明
確

に
し
て
訓
練
を
実
施
し
、
爆
破

の
効
果
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
陣
地
構
築
に
お
い
て

は
、
ソ
イ
ル
ア
ー
マ
ー
を
使
用

し
た
16
式
機
動
戦
闘
車
（
Ｍ
Ｃ

Ｖ
）
用
の
陣
地
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
地
雷
原
の
構
成
、
指

向
性
散
弾
の
設
置
、
鉄
条
網
の

構
成
に
つ
い
て
、
各
部
隊
の
特

性
に
応
じ
た
施
設
作
業
を
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

師
団
は
引
き
続
き
、
施
設
練

成
を
通
じ
て
師
団
全
体
の
施
設

能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭

陸
将
）
は
、
５
月
23
日
か
ら
27

日
ま
で
の
間
、
令
和
４
年
度
春

季
小
演
習
場
等
整
備
を
実
施
し

ま
し
た
。

本
整
備
は
、
大
高
根
演
習
場

（
山
形
）
・
水
原
演
習
場
（
福

島
）
・
多
田
野
演
習
場
（
郡
山

）
及
び
神
町
東
西
訓
練
場
並
び

に
基
本
射
場
の
そ
れ
ぞ
れ
の
小

演
習
場
等
の
整
備
を
担
任
官
計

画
で
実
施
し
ま
し
た
。

特
に
、
訓
練
・
管
理
施
設
の

整
備
、
支
障
木
の
伐
木
等
を
重

点
的
に
行
う
と
と
も
に
、
整
備

区
域
・
整
備
項
目
に
係
る
各
種

見
積
等
を
綿
密
に
実
施
し
て
計

画
的
に
整
備
を
推
進
し
、
よ
り

実
効
性
あ
る
訓
練
が
で
き
る
よ

う
に
演
習
場
の
環
境
を
整
え
ま

し
た
。

引
き
続
き
、
師
団
は
演
習
場

整
備
の
計
画
に
基
づ
い
て
未
活

用
地
域
の
間
伐
を
推
進
し
、
訓

練
基
盤
の
整
備
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。

令
和
４
年
度

春
季
小
演
習
場
等
整
備

第
６
師
団

人員用通路を戦車用通路へ拡幅するため爆破薬を設置

対戦車壕通過検証
ソイルアーマーを利用した

MCV陣地鬼頭師団長視察
神町東西訓練場整備

私
は
民
間
で
６
年
間
仕
事
を

し
て
か
ら
入
隊
を
し
ま
し
た
。

前
期
教
育
で
は
、
年
齢
は
違

え
ど
た
く
さ
ん
の
同
期
に
恵
ま

れ
、
訓
練
評
価
や
体
力
検
定
等
、

同
じ
目
標
に
向
け
て
進
ん
で
い

る
と
い
う
心
強
さ
か
ら
、
日
々

の
訓
練
等
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
後
期
教
育
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の
任
地
で
の
教
育

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
３
か
月

一
緒
に
過
ご
し
た
絆
を
忘
れ
ず

に
、
同
期
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

３
ヶ
月
間
、
同
期
と
と
も
に

厳
し
い
訓
練
を
共
に
乗
り
越
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

後
期
教
育
で
も
新
し
い
仲
間

と
共
に
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
き

た
い
で
す
。

樋渡 尚哉遠藤 翼

第
６
師
団
は
、
６
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
の
間
、
王
城
寺

原
演
習
場
に
お
い
て
令
和
４
年
度
第
１
回
師
団
戦
闘
射
撃
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
22
即
応
機
動
連
隊
（
連
隊

長

石
井
1
佐
）
は
、
６
月
20

日
か
ら
26
日
ま
で
の
間
、
王
城

寺
原
演
習
場
に
お
い
て
、
戦
闘

射
撃
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
基
礎
と
な
る
部

隊
以
下
の
戦
闘
射
撃
訓
練
を
実

施
し
、
特
に
戦
闘
ユ
ニ
ッ
ト
と

し
て
の
戦
闘
射
撃
能
力
を
向
上

さ
せ
る
と
と
も
に
、
最
近
の
戦

闘
の
様
相
を
踏
ま
え
、
市
街
地

の
通
過
要
領
に
係
る
戦
闘
訓
練

を
副
課
目
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。ま

た
、
81
ｍ
ｍ
迫
撃
砲
及
び

１
２
０
ｍ
ｍ
迫
撃
砲
に
よ
る
森

林
錯
雑
地
か
ら
の
射
撃
及
び
小

移
動
、
陣
地
変
換
射
撃
、
ド
ロ

ー
ン
に
よ
る
観
測
・
誘
導
を
含

め
た
中
隊
戦
闘
射
撃
を
実
施
し

ま
し
た
。

各
部
隊
は
、
戦
闘
射
撃
に
よ

る
射
撃
練
度
の
向
上
及
び
地
形

に
応
じ
た
射
撃
姿
勢
の
徹
底
を

図
る
と
と
と
も
に
小
隊
長
・
分

隊
長
に
よ
る
射
撃
指
揮
要
領
を

習
熟
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
各
小
隊
間
の
連
携
強

化
並
び
に
即
応
機
動
連
隊
内
の

中
隊
・
小
隊
の
戦
闘
要
領
を
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

連
隊
は
、
本
訓
練
で
得
た
成

果
や
問
題
点
を
よ
く
分
析
し
、

各
級
指
揮
官
は
更
な
る
探
求
心

を
持
っ
て
じ
後
の
訓
練
に
反
映

さ
せ
、
更
に
強
い
部
隊
を
目
指

し
て
、
今
後
も
練
成
訓
練
に
邁

進
す
る
所
存
で
す
。

８１㎜迫撃砲戦闘射撃１２０㎜迫撃砲戦闘射撃

普通科中隊と１６式機動戦闘車協同戦闘射撃市街地戦闘訓練

７月20日 現在

神
町
駐
屯
地
に
お
い
て
６
月

か
ら
７
月
に
か
け
て
２
棟
の
新

庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

６
月
21
日
に
は
、
第
６
施
設

大
隊
長
（
日
野
２
佐
）
は
新
庁

舎
の
完
成
に
伴
い
、
第
６
通
信

大
隊
、
第
６
特
殊
武
器
防
護
隊
、

第
６
後
方
支
援
連
隊
第
２
整
備

大
隊
第
１
直
接
支
援
中
隊
と
と

も
に
落
成
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
各
部
隊
長
が
テテープカットを行う各部隊長

除幕式の様子

第
20
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

荒
木
１
佐
）
は
令
和
４
年
６
月

26
日
神
町
駐
屯
地
体
育
館
に
お

い
て
、
第
44
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長

湯
舟
１
佐
）
は
令
和
４

年
６
月
25
日
福
島
駐
屯
地
体
育

館
に
お
い
て
、
「
令
和
４
年
度

自
衛
官
候
補
生
課
程
修
了
式
」

を
挙
行
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
各
自
衛
隊
家
族

会
会
長
及
び
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
会
長

に
ご
臨
席
を
頂
い
た
ほ
か
、
陪

列
部
隊
長
等
及
び
ご
家
族
の
参

列
を
賜
り
ま
し
た
。

式
で
は
、
執
行
者
で
あ
る
連

隊
長
か
ら
「
修
了
証
書
の
授
与

」
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
自
衛
官

候
補
生
の
代
表
が
「
教
育
修
了

申
告
」
及
び
「
宣
誓
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
自
衛
官
候
補
生
た

ち
は
堂
々
と
し
た
姿
勢
で
式
に

臨
み
、
式
終
了
後
に
は
「
厳
し

い
訓
練
だ
っ
た
が
、
同
期
と
協

力
し
な
が
ら
充
実
し
た
３
ヵ
月

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

新
任
地
に
お
い
て
も
同
期
と
切

磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
自
衛
官
候
補
生
課
程
修
了

の
喜
び
を
噛
み
し
め
る
と
と
も

に
、
後
期
教
育
へ
の
意
気
込
み

を
語
る
そ
の
姿
か
ら
は
、
３
ヵ

月
間
の
成
長
と
自
衛
官
と
し
て

の
逞
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

本
教
育
を
修
了
し
た
そ
れ
ぞ

れ
の
自
衛
官
候
補
生
達
は
、
７

月
１
日
付
で
２
等
陸
士
に
任
命

さ
れ
、
県
内
外
の
各
駐
屯
地
に

配
属
さ
れ
て
「
新
隊
員
特
技
課

程
教
育
」
に
お
い
て
、
陸
上
自

衛
官
と
し
て
の
次
な
る
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
完
成
を
喜

び
ま
し
た
。

ま
た
７
月
５
日
に
は
、
第
20

普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

荒
木

１
佐
）
が
、
新
庁
舎
の
完
成
を

祝
い
、
落
成
式
を
実
施
し
ま
し

た
。式

典
に
は
、
蔵
王
会

野
川

会
長
を
は
じ
め
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
長

の
ご
参
加
を
頂
き
、
除
幕
式
を

行
い
ま
し
た
。


